
こ
ん
に
ち
は
。
執
行
委

員
長
の
安
藤
で
す
。
今
日

は
皆
さ
ん
大
変
忙
し
い
中
、

定
期
大
会
に
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
を
振
り
返
る
と
、

や
は
り
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り

コ
ロ
ナ
で
終
わ
る
感
じ
で

し
た
。

新
規
採
用
者
は
実
習
も

満
足
に
で
き
な
い
中
現
場

に
入
り
苦
労
さ
れ
た
と
聞

き
ま
す
。

ま
た
、
産
休
・
育
休
者

も
予
定
よ
り
多
く
、
時
間

外
勤
務
や
夜
勤
回
数
も
増

え
て
苦
労
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

も
、
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
の

県
立
愛
知
病
院
へ
の
職
員

の
異
動
、
名
古
屋
空
港
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
、
利
用
者
が
全
く

い
な
か
っ
た
入
院
待
機
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
職
員

を
出
張
さ
せ
る
状
況
に
な

り
、
病
院
事
業
庁
へ
何
度

も
「
現
場
は
大
変
だ
」
と

伝
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
な
の
に
病
院
事
業

庁
は
、
知
事
部
局
が
愛
知

県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

よ
り
期
末
手
当
を
減
ら
す

提
示
を
す
る
な
ど
、
現
場

を
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
地

方
公
務
員
で
あ
る
以
上
、

人
事
委
員
会
の
勧
告
尊
重

は
仕
方
が
な
い
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
病
院
職
場
の

現
状
を
理
解
す
る
人
が
い

な
い
こ
と
は
残
念
で
す
。

病
院
事
業
庁
の
中
期
計

画
に
影
響
す
る
改
定
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
２
０
２
０

年
夏
頃
に
ま
と
め
ら
れ
公

表
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
先
延
ば
し

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
12

月
公
表
さ
れ
る
見
通
し
で

す
が
、
依
然
、
公
表
時
期

は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

病
院
事
業
庁
も
新
た
な

黒
字
と
な
る
中
期
計
画
を

策
定
す
る
と
思
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
黒
字
と
な

る
中
期
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
人
員
増
を
含
め
、
組

合
員
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境
と
す
る
よ
う
な
組
合

活
動
を
継
続
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
今
大
会

の
報
告
・
議
案
の
内
容
に

限
ら
ず
、
代
議
員
の
皆
様

の
活
発
な
意
見
・
討
論
が

必
要
で
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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11
月
25
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、
第

17
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
代
議
員
定
数
57
名
の
と
こ
ろ
、
出
席
36
名
、

委
任
状
提
出
20
名
、
欠
席
者
１
名
）

大
会
で
は
、
報
告
と
し
て
、
２
０
２
１
年
度

の
活
動
、
会
計
中
間
決
算
（
監
査
）
、
選
挙
管

理
委
員
会
。
議
案
と
し
て
、
２
０
２
２
年
度
運

動
方
針
、
予
算
、
各
種
委
員
会
委
員
、
組
合
員

表
彰
な
ど
に
つ
い
て
提
案
し
、
質
疑
は
出
ず
、

賛
成
多
数
で
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

安藤委員長(当時)

11
月
25
日
、
ウ
イ
ル
あ
い

ち
に
て
県
職
連
合
第
17
回
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
組
合
か
ら
は
、
25
名

の
代
議
員
が
出
席
し
（
定
数

38
名
、
委
任
状
提
出
11
名
、

欠
席
２
名
）
、
今
年
度
の
活

動
等
の
報
告
、
来
年
度
運
動

方
針
等
の
提
案
が
承
認
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
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（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・
看
護
師
）

執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
谷
口
で
す
。

２
０
１
７
年
に
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
職
し
、

２
０
２
０
年
か
ら
分
会
で
役
員
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
短
期
間
の
組
合
活
動
期
間
な
が
ら
大

役
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
と

い
う
大
き
な
厄
災
の
渦
の
中
に
い
た
ま
ま
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
世
の
中
は
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式
だ

け
で
な
く
、
大
規
模
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
派
遣

や
コ
ロ
ナ
感
染
症
専
門
病
棟
の
設
置
、
急
な
酸

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
想
、
病
院
内
で
の
働
き

方
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
波
の
よ
う
な
変
化
は
い
っ
た
い
ど
こ
ま

で
い
く
の
だ
ろ
う
。
先
行
き
が
見
え
な
い
と
い

う
こ
と
は
息
苦
し
く
、
今
を
安
心
し
て
生
活
が

出
来
な
い
。
「
個
人
」
と
い
う
小
さ
な
船
で
は
、

こ
の
荒
れ
狂
い
変
化
に
富
ん
だ
大
海
原
を
航
海

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
「
組
合
」
が
大
き
な
船

に
な
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
暴
風
雨
か
ら
身
を

守
れ
る
。
個
人
で
あ
げ
た
小
さ
な
声
が
、
大
き

な
声
に
な
る
。

「
組
合
」
を
大
き
な
船
に
す
る
に
は
、
組
合

員
皆
さ
ん
の
声
、
意
見
や
協
力
と
団
結
が
必
要

で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
も
執
行
委
員
長
と
し
て
組
合
員
皆
さ
ん
の
意

見
が
反
映
さ
れ
、
個
別
性
の
あ
る
働
き
や
す
い

環
境
に
な
る
よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す
。

11
月
７
日
（
日
）
病
院
組
合
レ
ク
「
レ
ゴ

ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
現
地
集
合
・
現
地
解

散
プ
ラ
ン
）
」
に
組
合
員
と
そ
の
家
族
91
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
ま
る
で
レ
ゴ
の
世
界
に

迷
い
込
ん
だ
か
の
よ
う
な
、
非
日
常
的
な
レ
ゴ

の
カ
ラ
フ
ル
な
世
界
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

併
設
す
る
水
族
館
「
シ
ー
ラ
イ
フ
名
古
屋
」

で
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
海
に
流
れ
出
る
と
海
の
生
物
は
困
っ
て
し

ま
う
よ
と
い
う
展
示
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
も

環
境
に
つ
い
て
勉
強
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

組
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」
で

は
頭
も
使
い
な
が
ら
答
え
を
探
し
回
り
、
久
し

ぶ
り
に
家
族
で
楽
し
ん
だ
１
日
と
な
り
ま
し
た
。



要 求 内 容 回     答 

Ⅰ 統一要求 

１ 人員・組織・機構に関する要求

 (1) 認定・専門の有資格者が専従として活動するた

め、定数を増員すること。 

 がんセンターでは、専門看護師・認定看護師の

診療報酬上の役割を考慮し、定数化しているとこ

ろである。 

(2) 正規職員、常勤再任用職員から非常勤職員、短

時間再任用職員へ見直す場合は職員への負担とな

らないようにすること。

 再任用職員及び一般職非常勤職員等の配置につ

いては、業務量を勘案し適切に対処していきたい。

(3) 育児短時間勤務等について、本人が取得しやす

い職場づくりをするとともに、他の職員へ負担と

ならない人員配置とすること。 

 育児短時間勤務等に伴う短時間勤務職員の任用

等により、業務への支障がないよう努めていきた

い。 

(4) 年度途中の産休・育休に伴う代替職員を速やか

に配置すること。 

   また、男性の育児休業等の育児参加環境をより

促進させるため、年度当初から過員配置すること。

 年度途中の産休・育休に伴う代替職員について

は、患者数の状況も勘案しながら確保に努めてい

きたい。 

(5) 全看護師長の職務を課長補佐級とすること。 要求があったことは承知する。 

(6)  COVID-19患者及び感染疑い者の受け入れ時にお

ける人員の増員をすること。 

要求があったことは承知する。 

２ 賃金・手当に関する要求

(1) 特定行為看護師や専門・認定の資格者について

手当を新設すること。 

 現状どおりとしたい。 

(2) 手術室勤務看護師に危険手当を支給すること。  現状どおりとしたい。 

(3) 新型コロナウイルス感染者の受け入れ病棟に勤

務する職員の調整数を愛知病院と同等とすること。

新型コロナウイルス専用病棟に勤務する職員の

調整数の引き上げについて、今後、検討していき

たい。 

(4) 小児センターの臨床工学技士に待機手当を支給

すること。 

現状どおりとしたい。 

(5) 小児センターの薬剤師に対する特殊勤務手当を

支給すること。 

当面、現状どおりとしたい。 

３ 昇任・人事評価制度に関する要求

(1) 評価結果のフィードバックについては、必ず管

理職が面談を行い、評価者の一方的な伝達とせず、

十分な説明を行うとともに、被評価者の意見も聞

くなど納得が得られるものとし、職員の確実な人

材育成につながるものとなるようにすること。

 職員の人材育成につながるよう適切に対応して

いきたい。 

４ 時間外勤務、休暇の取得に関する要求

(1) 院内研修・会議については、勤務時間内にする

こと。 

 職員の心身の健康の保持やワーク・ライフ・バ

ランスの推進を図るためにも、時間外勤務の縮減

に努めていきたい。 

(2) 時間外勤務縮減のため、事前命令・事後確認を

徹底し、時間外勤務手当の完全支給を行うこと。

 職員の心身の健康の保持やワーク・ライフ・バ

ランスの推進を図るためにも、時間外勤務の縮減

に努めていきたい。 

なお、時間外勤務については、事前命令・事後

確認に基づき適正に管理することが重要である。

昨
年
と
同
様
の
厳
し
い

回
答
の
中
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
専
用
病
棟
の

調
整
数
の
引
き
上
げ
」
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
の
前
向
き
な
回
答

が
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
じ
く
新
規

で
要
求
し
た
手
当
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
手
術
室
勤
務
の
看
護

師
へ
の
危
険
手
当
」
は
、

外
来
や
病
棟
で
も
血
液
曝

露
や
針
刺
し
な
ど
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

他
県
で
は
２
県
で
し
か
手

術
室
勤
務
の
手
当
が
支
給

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
理

由
で
し
た
。

「
小
児
の
Ｍ
Ｅ
の
待
機

手
当
」
は
、
麻
酔
科
医
や

手
術
室
看
護
師
と
異
な
り
、

Ｍ
Ｅ
は
必
ず
呼
び
出
さ
れ
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11
月
11
日
、
病
院
事
業
庁

交
渉
か
ら
、
令
和
４
年
度
当

初
予
算
計
画
に
関
す
る
要
求

「
統
一
要
求
」
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

要 求 内 容 回     答 

(3) 病院事業庁として、知事部局と同じ年休の取得

目標１４日を取得できる環境作りを促進させるこ

と。 

 病院事業庁においても、年次休暇の取得目標を

知事部局と同じく１４日としており、取得が促進

されるような取組を推進していきたい。 

(4) 夏季休暇の取得が推進されるような環境整備に

努めること。 

 取得が促進されるような取組を推進していきた

い。 

(5) 育児短時間勤務者や育児時間・部分休業利用者

が時間外勤務を行ったときは、時間外勤務手当の

申請ができるようにして手当を支給すること。 

時間外勤務については、事前命令・事後確認に

基づき適正に管理することが重要である。 

５ その他の要求

(1) 病院の職員が働き続けていくために、院内保育

所（24 時間・病児保育・小学校始期までの利用）

の整備を早急に行うこと。 

   また、対象者は、病院勤務職員とすること。 

 院内保育所の整備については、医師、看護師の

確保・定着対策の一環として必要に応じて進めて

いるところである。 

(2) 組合員に経営状況を把握してもらうために、組

合に対して随時経営状況を説明すること。 

 必要に応じて行っていきたい。 

(3) 職員用駐車場が不足しているため、民間駐車場

の借り上げも含めて、職員用駐車場を確保するこ

と。 

 必要に応じて検討していきたい。 

(4) パーク・アンド・ライドの観点を踏まえ、駐車・

駐輪料金の支給を図ること。 

 現状どおりとしたい。 

(5) 業務に支障のないように、パソコンを購入・更

新すること。 

 業務に支障のないよう、検討していきたい。 

(6) ハラスメント対策について、職員が相談しやす

い対応窓口を設置し、相談があった場合には適切

に対応ができるよう、必要な体制の整備を行うこ

と。 

相談窓口について、改めて職員へ周知していきた

い。 

る
わ
け
で
な
い
こ
と
と
、

ま
た
、
現
在
と
ら
れ
て
い

る
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
を
待

機
命
令
と
捉
え
る
か
ど
う

か
の
整
理
と
の
こ
と
で
、

出
勤
す
れ
ば
時
間
外
手
当

の
支
給
対
象
と
な
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
小
児
セ
ン

タ
ー
は
３
次
救
急
を
し
て

お
り
、
エ
ク
モ
な
ど
の
管

理
は
Ｍ
Ｅ
が
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｍ
Ｅ
が
い
な
い
と
安

全
な
機
器
が
提
供
出
来
な

い
旨
を
事
業
庁
へ
伝
え
ま

し
た
。
な
お
小
児
セ
ン
タ
ー

の
Ｍ
Ｅ
は
人
員
増
が
第
１

希
望
で
、
人
員
要
求
の
結

果
を
見
な
が
ら
今
後
の
対

応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

「
薬
剤
師
の
特
殊
勤
務

手
当
」
は
、
知
事
部
局
に

も
病
院
が
あ
る
た
め
、
知

事
部
局
と
の
調
整
も
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

「
年
休
の
目
標
14
日
」

に
つ
い
て
は
、
研
修
や
産

休
な
ど
で
勤
務
者
が
少
な

く
な
る
た
め
、
そ
の
分
の

人
の
補
充
を
お
願
い
し
な

い
と
年
休
の
目
標
を
達
成

す
る
の
は
難
し
い
旨
を
事

業
庁
へ
伝
え
ま
し
た
。

「
職
員
用
駐
車
場
の
確

保
」
は
患
者
さ
ん
用
の
駐

車
場
も
不
足
し
て
い
る
病

院
も
あ
る
こ
と
を
含
め
て

確
認
を
し
ま
し
た
。
事
業

庁
の
第
一
声
は
予
算
を
含

め
て
難
し
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
必
要
に
応
じ
て
検

討
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

確
認
す
る
と
、
職
場
か
ら

ど
う
い
う
声
が
あ
る
か
と

の
こ
と
で
す
。

厳
し
い
回
答
が
続
い
て

ま
す
が
病
院
組
合
と
し
て

は
諦
め
ず
、
今
後
も
現
場

が
必
要
と
し
て
い
る
限
り
、

粘
り
強
く
交
渉
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

(3) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №138 2021年12月15日

２
０
２
１
年
度
、
本
部
執
行
部
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
上
段
右
か
ら
）

〇
執
行
委
員
・
拡
大
執
行
委
員

安
藤

京
一
さ
ん
（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

黒
川

淳
平
さ
ん
（
小
児
セ
ン
タ
ー
）

土
屋

秀
行
さ
ん
（
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

富

秀
和
さ
ん
（
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

下
出

貴
仁
さ
ん
（
小
児
セ
ン
タ
ー
）

中
村

正
喜
さ
ん
（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

加
藤

大
貴
さ
ん
（
本
庁
）

竹
内

茉
利
さ
ん
（
小
児
セ
ン
タ
ー
）

谷
口

武
司
さ
ん
（
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

〇
監
査
委
員

小
出

博
孝
さ
ん
（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

※
写
真
掲
載
な
し

成
田

知
己
さ
ん
（
本
庁
）


